
(57)【要約】

　内視鏡システム用シミュレータで使用する装置。この

装置が備える回転可能なディスク２には、そのディスク

の回転軸４を囲むように、複数のローラ６、７が取り付

けられる。ディスク２の回転に抵抗するように、力フィ

ードバック・モータが設けられ、ローラの少なくとも１

つの回転に抵抗するように、さらなるモータ１２、１３

が設けられる。これらの機構は、軸４に沿って挿入され

た擬似器具の動きに抗して、それぞれに、回転方向の力

フィードバックと、直線方向の力フィードバックとをも

たらす。類似の構造を有するが、力フィードバック・モ

ータのない別個の機構が、力フィードバック装置とは無

関係に設けられて、器具の直線方向及び回転方向の位置

を、独自に感知することが実現される。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 シ ス テ ム 使 用 の た め の オ ペ レ ー タ 訓 練 用 装 置 で あ っ て 、 挿 入 管 を 有 す る 擬 似 内 視
鏡 と ； 使 用 中 に 前 記 挿 入 管 を 受 け 取 る ダ ク ト を 画 定 す る 取 付 具 と ； 前 記 擬 似 内 視 鏡 の 操 作
に 反 応 し て 、 前 記 挿 入 管 の 、 前 記 取 付 具 に 対 し て 相 対 的 な 、 長 手 方 向 及 び 回 転 方 向 の 動 き
を 表 す 信 号 を 提 供 す る 感 知 手 段 と ； そ の 信 号 に 反 応 し て 、 内 視 鏡 を 使 用 し て 内 視 鏡 手 術 中
に 同 様 の や り 方 で 操 作 し た 際 に 見 え る で あ ろ う 画 像 を シ ミ ュ レ ー ト す る 、 オ ペ レ ー タ に 見
る こ と の で き る 画 像 を 生 み 出 す シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 手 段 と を 備 え 、 前 記 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 手
段 が 、 触 知 手 段 を さ ら に 備 え 、 こ れ が 前 記 感 知 手 段 か ら 独 立 し 、 前 記 取 付 具 と 前 記 挿 入 管
の 間 で 動 作 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 対 応 す る 触 知 性 の フ ィ ー ド バ ッ ク を オ ペ レ ー タ に
提 供 す る こ と が で き ； 前 記 触 知 手 段 が 、 直 線 方 向 及 び 回 転 方 向 の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を 、 互
い に 無 関 係 に 与 え る 手 段 を 備 え 、 こ の 手 段 が 、 １ セ ッ ト の ロ ー ラ を 含 み 、 そ れ ら が 、 前 記
ダ ク ト の 周 囲 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ の 周 囲 が 、 使 用
中 、 前 期 挿 入 管 と 係 合 し 、 前 記 挿 入 管 が 長 手 方 向 に 動 く と 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ が 、 回 転 可
能 と な り ； 前 記 ロ ー ラ が 、 前 記 挿 入 管 を 把 持 す る よ う に 配 置 さ れ 、 そ れ ら の 取 付 け 先 が 、
前 記 挿 入 管 が 回 転 方 向 に 動 く と 回 転 可 能 に な る デ ィ ス ク と 、 少 な く と も １ つ の ロ ー ラ の 回
転 に 比 例 す る 抵 抗 を 生 み 出 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 挿 入 管 の 長 手 方 向 の 動 き に 対 し て 、 力 フ
ィ ー ド バ ッ ク を も た ら す 第 １ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 と 、 前 記 デ ィ ス ク の 回 転 に 比 例 す る 抵
抗 を 生 み 出 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 挿 入 管 の 回 転 方 向 の 動 き に 対 し て 、 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を
も た ら す 第 ２ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 で あ っ て 、 前 記 ロ ー ラ が 、 前 記 挿 入 管 を 把 持 す る よ う
に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 前 記 挿 入 管 が 回 転 さ れ る 際 の 、 前 記 挿 入 管 と 前 記 デ ィ ス ク の
間 の 滑 り が 、 実 質 的 に 解 消 さ れ る 第 ２ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 と で あ る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ー ラ の う ち の 少 な く と も １ つ が 、 そ れ を 前 記 挿 入 管 と 係 合 す る よ う に 押 し 付 け る
バ ネ に よ っ て 、 バ ネ 押 し さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 少 な く と も １ つ の ロ ー ラ に 、 前 記 挿 入 管 を 把 持 す る 周 囲 尾 根 が 設 け ら れ る 、 請 求 項 ２ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 尾 根 が 、 鋭 利 な 縁 を 有 す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 尾 根 付 ロ ー ラ が 、 剛 体 で あ り 、 そ の 他 の 前 記 ロ ー ラ が 、 ゴ ム 被 覆 さ れ る 、 請 求 項 ３
又 は 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ロ ー ラ が 、 凹 形 状 の 輪 郭 を 有 し 、 そ れ に よ っ て 前 記 ロ ー ラ が 、 前 記 挿 入 管 の 周 囲 の
大 部 分 と 係 合 す る 、 前 記 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 ２ の セ ッ ト の ３ つ の ロ ー ラ で あ っ て 、 前 記 ダ ク ト の 周 囲 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ て 、
そ れ ぞ れ の 周 囲 が 、 使 用 中 に 、 前 記 挿 入 管 と 係 合 し 、 前 記 挿 入 管 が 長 手 方 向 に 動 く と 、 そ
れ ぞ れ が 回 転 可 能 に な る ロ ー ラ を さ ら に 備 え ； 前 記 第 ２ の セ ッ ト の ロ ー ラ が 、 前 記 挿 入 管
を 把 持 す る よ う に 配 置 さ れ 、 前 記 挿 入 管 が 回 転 方 向 に 動 く と 回 転 可 能 に な る 第 ２ デ ィ ス ク
に 取 り 付 け ら れ ； 各 デ ィ ス ク の ロ ー ラ そ れ ぞ れ の 接 続 先 の モ ー タ が 、 前 記 ロ ー ラ に 対 し て
力 フ ィ ー ド バ ッ ク を 生 み 出 し て 、 前 記 挿 入 管 の 長 手 方 向 の 動 き に 対 し て 抵 抗 を も た ら す よ
う に 配 置 さ れ 、 前 記 ２ つ の モ ー タ が 、 前 記 挿 入 管 の 軸 に 関 し て 、 正 反 対 に 対 向 す る 位 置 に
取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 擬 似 内 視 鏡 と な る 軟 性 内 視 鏡 と 組 み 合 わ さ れ た 、 前 記 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 触 知 手 段 、 及 び 前 記 感 知 手 段 が 、 別 個 の 取 付 具 に 取 り 付 け ら れ る 、 前 記 請 求 項 の い
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ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 感 知 手 段 が 、 １ セ ッ ト の 感 知 ロ ー ラ を 備 え 、 そ れ ら が 、 前 記 ダ ク ト の 周 囲 に 間 隔 を
置 い て 配 置 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ の 周 囲 が 、 使 用 中 、 前 記 挿 入 管 と 係 合
し 、 前 記 挿 入 管 が 長 手 方 向 に 動 く と 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ が 、 回 転 可 能 と な り ； 前 記 ロ ー ラ
が 、 前 記 挿 入 管 を 把 持 す る よ う に 配 置 さ れ 、 そ れ ら の 取 付 け 先 が 、 前 記 挿 入 管 が 回 転 方 向
に 動 く と 回 転 可 能 に な る デ ィ ス ク で あ る 、 前 記 請 求 項 の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 シ ス テ ム 使 用 の た め の オ ペ レ ー タ 訓 練 用 装 置 に 関 す る が 、 こ の 装 置 は
、 挿 入 管 を 有 す る 擬 似 内 視 鏡 と ； 使 用 中 に 挿 入 管 を 受 け 取 る ダ ク ト を 画 定 す る 取 付 具 と ；
擬 似 内 視 鏡 の 操 作 に 反 応 し て 、 挿 入 管 の 、 取 付 具 に 対 し て 相 対 的 な 、 長 手 方 向 及 び 回 転 方
向 の 動 き を 表 す 信 号 を 提 供 す る 感 知 手 段 と ； そ の 信 号 に 反 応 し て 、 内 視 鏡 を 使 用 し て 内 視
鏡 手 術 中 に 同 様 の や り 方 で 操 作 し た 際 に 見 え る で あ ろ う 画 像 を シ ミ ュ レ ー ト す る 、 オ ペ レ
ー タ に 見 る こ と の で き る 画 像 を 生 み 出 す シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 手 段 と を 備 え 、 そ の シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン 手 段 は 、 触 知 手 段 を さ ら に 備 え 、 こ れ が 感 知 手 段 か ら 独 立 し 、 取 付 具 と 挿 入 管 の 間
で 動 作 可 能 で あ り 、 そ れ に よ っ て 、 対 応 す る 触 知 性 の フ ィ ー ド バ ッ ク を オ ペ レ ー タ に 提 供
す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 装 置 を 、 以 下 で は 、 「 記 述 し た 種 類 の 」 と 呼 ぶ 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 記 述 し た 種 類 の 装 置 の 一 例 が 、 英 国 特 許 第 Ｇ Ｂ － Ａ － ２ ２ ５ ２ ６ ５ ６ 号 に 開 示 さ れ て い
る 。 こ の 文 書 は ま た 、 必 要 な 力 フ ィ ー ド バ ッ ク の 大 き さ に 比 例 し た 抵 抗 力 を も た ら す た め
に 、 管 と 係 合 さ れ る 摩 擦 ブ レ ー キ も 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 米 国 特 許 第 ６ ， ３ ７ ５ ， ４ ７ １ 号 は 、 擬 似 器 具 に 、 軸 方 向 の 力 及 び 回 転 力 を 伝 達 す る 機
構 を 備 え た 手 術 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム を 開 示 し て い る 。 こ の デ バ イ ス で は 、 １ 対 の
ピ ン チ ・ ロ ー ラ が 、 デ バ イ ス に 、 直 線 方 向 及 び 回 転 方 向 の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク の 両 方 を 伝 達
す る だ け で な く 、 直 線 方 向 及 び 回 転 方 向 の 感 知 機 構 と し て も 働 く 。 こ の よ う な シ ス テ ム は
、 低 レ ベ ル の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク し か 必 要 と し な い シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 有 効 で あ る が 、 結 腸
内 視 術 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン な ど の 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が 高 レ ベ ル の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を 必 要
と す る 内 視 鏡 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム に は 適 切 と は な ら な い 。 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 及 び
感 知 を 行 う 同 じ 機 構 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 器 具 が 、 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 内 に 滑 り 込
ん で し ま う と い う 本 当 の 危 険 が あ り 、 そ う な る が 否 や 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 内 の 感 知 位 置 が
見 失 わ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ２ ３ ， ５ ８ ２ 号 も 、 医 療 用 シ ミ ュ レ ー タ を 開 示 し て い る 。 こ の 文 書 は
、 擬 似 用 具 の 直 線 方 向 及 び 回 転 方 向 の 位 置 を 感 知 す る 感 知 装 置 を 開 示 し て い る 。 こ れ ら の
感 知 装 置 は 、 擬 似 用 具 に 力 を 与 え る 出 力 デ バ イ ス で あ る こ と も で き る こ と が 明 記 さ れ て い
る 。 し か し 、 例 証 さ れ た 実 施 形 態 は 、 感 知 装 置 に し か 関 連 し て い な い の で 、 擬 似 用 具 と 変
換 器 の 間 の 界 面 は 、 目 的 物 を 感 知 す る よ う に 設 計 さ れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 シ ス テ ム で 必
要 と な る レ ベ ル の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を 加 え る に は 不 適 切 で あ る 。 ま た 、 米 国 特 許 第 ６ ， ３
７ ５ ， ４ ７ １ 号 の 場 合 と 同 様 、 入 力 機 能 と 出 力 機 能 が 、 同 一 デ バ イ ス に よ っ て 実 行 さ れ 、
同 じ 滑 り 込 み の 問 題 が 発 生 す る よ う に 思 わ れ る 。 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ２ ３ ， ５ ８ ２ 号 は 、 力
フ ィ ー ド バ ッ ク を 用 具 に 加 え る こ と の で き る 、 任 意 の 、 実 用 可 能 な 機 構 を 開 示 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 従 来 技 術 で は 、 擬 似 医 療 器 具 、 特 に 、 比 較 的 高 レ ベ ル の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク
を 必 要 と す る 用 具 に 対 し て 、 直 線 方 向 及 び 回 転 方 向 の 、 単 独 の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を も た ら
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す 能 力 の あ る 、 実 用 可 能 な 、 有 効 な デ バ イ ス を い か に 提 供 す る か と い う 問 題 が 、 未 だ 提 起
さ れ て い な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 態 様 に よ る と 、 記 述 し た 種 類 の 装 置 が 特 徴 と す る と こ ろ は 、 触 知 手 段 が
、 直 線 方 向 及 び 回 転 方 向 の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を 、 互 い に 無 関 係 に 与 え る 手 段 を 備 え 、 こ の
手 段 が 、 １ セ ッ ト の ロ ー ラ を 含 み 、 そ れ ら が 、 ダ ク ト の 周 囲 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ 、 そ
れ に よ っ て 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ の 周 囲 が 、 使 用 中 、 挿 入 管 と 係 合 し 、 挿 入 管 が 長 手 方 向 に
動 く と 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ が 、 回 転 可 能 と な り ； そ れ ら の ロ ー ラ が 、 挿 入 管 を 把 持 す る よ
う に 配 置 さ れ 、 そ れ ら の 取 付 け 先 が 、 挿 入 管 が 回 転 方 向 に 動 く と 回 転 可 能 に な る デ ィ ス ク
と 、 少 な く と も １ つ の ロ ー ラ の 回 転 に 比 例 す る 抵 抗 を 生 み 出 し 、 そ れ に よ っ て 挿 入 管 の 長
手 方 向 の 動 き に 対 し て 、 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を も た ら す 第 １ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 と 、 デ ィ
ス ク の 回 転 に 比 例 す る 抵 抗 を 生 み 出 し 、 そ れ に よ っ て 挿 入 管 の 回 転 方 向 の 動 き に 対 し て 、
力 フ ィ ー ド バ ッ ク を も た ら す 第 ２ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 で あ っ て 、 ロ ー ラ が 、 挿 入 管 を 把
持 す る よ う に 構 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 挿 入 管 が 回 転 さ れ る 際 の 、 挿 入 管 と デ ィ ス ク の 間
で の 滑 り が 、 実 質 的 に 解 消 さ れ る 第 ２ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 と で あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 感 知 手 段 か ら 独 立 し た 触 知 手 段 を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 従 来 技 術 の 諸 問 題 が 回 避 さ れ
る 。 高 レ ベ ル の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク が 加 え ら れ た 時 に 、 擬 似 用 具 が 、 触 知 手 段 に 対 し て 滑 る
場 合 で も 、 感 知 手 段 は 、 独 立 し て い る の で 、 用 具 の 位 置 を 継 続 し て 監 察 す る 。 言 い 換 え る
と 、 感 知 手 段 は 、 独 立 し て い る こ と に よ っ て 、 一 定 の 力 で 動 作 し 、 そ れ に 応 じ て こ れ を 設
計 す る こ と が で き る が 、 従 来 技 術 で は 、 感 知 手 段 は 、 常 に 大 き さ の 変 化 す る 力 に よ っ て 、
用 具 と 係 合 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 デ ィ ス ク に ロ ー ラ を 配 置 す る こ と は 、 独 立 し た 直 線 方 向 及 び 回 転 方 向 の 力 フ ィ ー
ド バ ッ ク を も た ら す と い う 問 題 に 対 し て 、 実 際 的 な 解 決 方 法 と な る 。 ロ ー ラ は 、 内 視 鏡 に
対 し て 、 直 線 方 向 の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を も た ら す 機 能 を 果 た す だ け で な く 、 内 視 鏡 の 回 転
方 向 の 動 き を 、 デ ィ ス ク に 伝 達 す る 働 き を し 、 ま た 、 力 フ ィ ー ド バ ッ ク が 、 反 対 方 向 に 伝
達 さ れ る こ と を も 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ロ ー ラ の う ち の 少 な く と も １ つ が 、 そ れ を 挿 入 管 と 係 合 す る よ う に 押 し 付 け る バ ネ に よ
っ て 、 バ ネ 押 し さ れ る こ と が 好 ま し い 。 少 な く と も １ つ の ロ ー ラ 、 好 ま し く は バ ネ 押 し さ
れ た ロ ー ラ に 、 周 囲 尾 根 が 設 け ら れ て 、 回 転 方 向 の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を 伝 達 す る 際 に 、 挿
入 管 を 把 持 す る 。 ロ ー ラ は 、 挿 入 管 の 周 囲 の 大 部 分 と 係 合 で き る よ う に 、 凹 形 状 の 輪 郭 を
有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 尾 根 は 、 挿 入 管 の 表 面 を 変 形 さ せ る 鋭 利 な 縁 を 有 し て 、 挿 入 管 の 把 持
を 高 め る 。 尾 根 付 ロ ー ラ の 周 囲 は 、 剛 体 で あ る こ と が 好 ま し く 、 残 り の ロ ー ラ は 、 ゴ ム 被
覆 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 最 適 な 把 持 を 得 る た め に は 、 ５ 個 か ら １ ５ 個 の 、 理 想 的 に は ７ 個 の 周 囲 尾 根 が あ る こ と
が 好 ま し い 。 こ れ に よ っ て 、 ロ ー ラ 全 体 に 荷 重 が 広 げ ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 尾 根 が 、 挿 入
管 の 表 面 に 切 り 込 む こ と が な く な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 こ の 装 置 は 、 第 ２ の セ ッ ト の ３ つ の ロ ー ラ で あ っ て 、 ダ ク ト の 周 囲 に 間 隔
を 置 い て 配 置 さ れ て 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ の 周 囲 が 、 使 用 中 に 、 挿 入 管 と 係 合 し 、 挿 入 管 が
長 手 方 向 に 動 く と 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ が 回 転 可 能 に な る ロ ー ラ を 備 え 、 こ の 第 ２ の セ ッ ト の
３ つ の ロ ー ラ は 、 挿 入 管 を 把 持 す る よ う に 配 置 さ れ 、 挿 入 管 が 回 転 方 向 に 動 く と 回 転 可 能
に な る 第 ２ デ ィ ス ク に 取 り 付 け ら れ 、 各 デ ィ ス ク の ロ ー ラ そ れ ぞ れ の 接 続 先 の モ ー タ は 、
ロ ー ラ に 対 し て 力 フ ィ ー ド バ ッ ク を 生 み 出 し て 、 挿 入 管 の 長 手 方 向 の 動 き に 対 し て 抵 抗 を
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も た ら す よ う に 配 置 さ れ 、 こ れ ら ２ つ の モ ー タ は 、 挿 入 管 の 軸 に 関 し て 、 正 反 対 に 対 向 す
る 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 配 置 に よ っ て 、 直 線 方 向 の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク の 荷 重 は 、 ２ つ の モ ー タ の 間 に 広 が り
、 そ れ に よ っ て 、 互 い の モ ー タ か ら の 要 求 が 縮 小 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 挿 入 管 と ロ ー ラ の
間 で 長 手 方 向 の 滑 り が 起 こ る 可 能 性 が 縮 小 す る 。 さ ら に 、 こ れ ら の モ ー タ は 、 正 反 対 に 対
向 す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ る の で 、 挿 入 管 が 回 転 す る 際 に 、 回 転 す る こ と が 必 要 な マ ス の
全 体 が 、 平 衡 マ ス を 必 要 と せ ず に 、 釣 り 合 わ せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 感 知 手 段 は 、 １ セ ッ ト の 感 知 ロ ー ラ で あ っ て 、 ダ ク ト の 周 囲 に 間 隔 を 置 い
て 配 置 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ の 周 囲 が 、 使 用 中 、 挿 入 管 に 係 合 し 、 挿 入
管 が 長 手 方 向 に 動 く と 、 各 ロ ー ラ そ れ ぞ れ が 回 転 可 能 と な る 感 知 ロ ー ラ を 備 え 、 そ れ ら の
ロ ー ラ は 、 挿 入 管 を 把 持 す る よ う に 配 置 さ れ 、 挿 入 管 が 長 手 方 向 に 動 く と 回 転 可 能 と な る
デ ィ ス ク に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ っ て 構 築 さ れ る 装 置 の 一 例 を 、 次 に 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 記 述 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 装 置 は 、 概 ね 、 当 社 の 先 行 の 特 許 出 願 第 Ｇ Ｂ － Ａ － ２ ２ ５ ２ ６ ５ ６ に 記 述 し た 通 り の
も の で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 記 述 は 、 軟 性 挿 入 管 の 、 取 付 具 に 対 し て 相 対 的 な 、 長 手 方
向 及 び 回 転 方 向 の 動 き を 検 出 す る 機 構 と 、 挿 入 管 の 長 手 方 向 の 動 き に 対 し て 、 力 フ ィ ー ド
バ ッ ク を 加 え る 機 構 と に 限 定 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 は 、 図 １ か ら ４ に 示 す 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 取 付 具 は 、 デ ィ ス ク ２ が 中 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ る ハ ウ ジ ン グ １ を 備 え る 。 挿 入 管
を 受 け 取 る ダ ク ト ３ は 、 図 ４ に 最 も 明 確 に 示 す 通 り 、 軸 ４ に 沿 っ て ア セ ン ブ リ の 全 体 を 延
び る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 デ ィ ス ク ２ 及 び そ の 上 に 取 り 付 け ら れ た も の 全 て は 、 軸 ４ の 周 囲 で 一 緒 に 回 転 す る こ と
が で き る 。 鋸 歯 状 ベ ル ト ５ Ａ が 、 プ ー リ ５ の 周 囲 、 ま た モ ー タ ５ Ｂ の 周 囲 に も 設 け ら れ て
（ 図 ８ ） 、 挿 入 管 の 、 軸 ４ の 周 り の 回 転 に 抗 し て 、 挿 入 管 に フ ィ ー ド バ ッ ク を 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ の セ ッ ト の ３ つ の ロ ー ラ ６ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 第 １ 側 面 上 の デ ィ ス ク ２ に 取 り 付 け
ら れ 、 第 ２ の セ ッ ト の ロ ー ラ ７ は 、 同 様 に 、 ハ ウ ジ ン グ １ の 反 対 側 面 上 の デ ィ ス ク ２ に 取
り 付 け ら れ る 。 こ れ ら の セ ッ ト の ロ ー ラ は 、 そ の 構 造 及 び 動 作 で 類 似 し て お り 、 第 １ の セ
ッ ト の ロ ー ラ ６ に つ い て の み 、 以 下 に 記 述 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ の セ ッ ト の ロ ー ラ ６ は 、 軸 ４ の 周 囲 に 均 等 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 第 １ ロ ー ラ ６
Ａ 、 第 ２ ロ ー ラ ６ Ｂ 、 及 び 第 ３ ロ ー ラ ６ Ｃ を 備 え る 。 各 ロ ー ラ は そ れ ぞ れ 、 軸 ４ に 垂 直 な
軸 の 周 り で 回 転 可 能 で あ る 。 こ れ ら の ロ ー ラ は 、 凹 形 状 の 輪 郭 ８ を 有 し 、 図 ３ で 最 も 明 確
に 示 す 通 り 、 軸 ４ に 沿 っ て 延 び る 挿 入 管 を 、 実 質 的 に 囲 む よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ ロ ー ラ ６ Ａ は 、 周 囲 に 延 び る 、 縁 の 鋭 い 多 数 の 尾 根 ９ を 備 え る 。 第 １ ロ ー ラ ６ Ａ は
ま た 、 軸 ４ に 向 か っ て 押 し 付 け る バ ネ １ ０ に よ っ て バ ネ 押 し さ れ る 。 図 ３ に 示 す 配 置 は 、
存 在 す る は ず の 挿 入 管 の な い ア セ ン ブ リ を 示 し 、 こ こ で 、 第 １ ロ ー ラ ６ Ａ は 、 第 ２ ロ ー ラ
６ Ｂ 及 び 第 ３ ロ ー ラ ６ Ｃ よ り も さ ら に 軸 ４ に 向 か っ て 延 び る 。 挿 入 管 は 、 挿 入 さ れ る と 、
バ ネ １ ０ の 作 用 に 抗 し て 、 第 １ ロ ー ラ ６ Ａ を 、 軸 ４ か ら 離 し て 押 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ ロ ー ラ ６ Ｂ の 、 挿 入 管 に 係 合 す る 表 面 １ １ は 、 ゴ ム 被 覆 さ れ る 。 第 ２ ロ ー ラ ６ Ｂ は
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、 第 １ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ モ ー タ １ ２ に 取 り 付 け ら れ る が 、 こ の モ ー タ は 、 第 ２ ロ ー ラ ６
Ｂ に ト ル ク を も た ら す こ と が で き て 、 第 ２ ロ ー ラ の 回 転 方 向 の 動 き に 抵 抗 し 、 し た が っ て
、 挿 入 管 の 直 線 方 向 の 挿 入 に 対 し て 抵 抗 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ３ ロ ー ラ ６ Ｃ は 、 そ れ が 、 同 様 に ゴ ム 被 覆 さ る と い う 点 で 、 第 ２ ロ ー ラ ６ Ｂ と 類 似 す
る 。 し か し 、 第 ３ ロ ー ラ は 、 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ モ ー タ に は 接 続 さ れ な い ア イ ド ラ ・ ロ ー ラ
に し か 過 ぎ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ の セ ッ ト の ロ ー ラ ７ は 、 第 １ ロ ー ラ ７ Ａ 、 第 ２ ロ ー ラ ７ Ｂ 、 及 び 第 ３ ロ ー ラ ７ Ｃ を
備 え る が 、 そ れ ら は 全 て 、 第 １ の セ ッ ト の ロ ー ラ に 関 し て 上 述 し た 通 り の も の で あ る 。 第
２ ロ ー ラ ７ Ｂ は 、 第 ２ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ モ ー タ １ ３ に 取 り 付 け ら れ る 。 し か し 、 第 ２ の
セ ッ ト の ロ ー ラ は 、 軸 ４ の 周 囲 で 、 角 度 が 、 １ ８ ０ ° 分 ず れ て い る 。 こ れ は 、 第 １ 力 フ ィ
ー ド バ ッ ク ・ モ ー タ １ ２ を 、 軸 ４ の 周 囲 で 、 第 ２ 力 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ モ ー タ １ ３ か ら 、 １
８ ０ ° 分 ず ら す 効 果 を 有 す る と い う こ と で あ る 。 し た が っ て 、 デ ィ ス ク ２ は 、 別 個 の 平 衡
お も り を 用 い る 必 要 な く 、 回 転 方 向 の 動 き が 平 衡 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 デ ィ ス ク ２ に 取 り 付 け ら れ た ア セ ン ブ リ と 共 に 回 転 す る 、 多 数 の 環 状 コ ン タ ク ト １ ４ が
設 け ら れ る 。 こ れ ら は 、 多 数 の 電 気 積 荷 器 １ ５ と 滑 動 接 触 し て （ 図 ８ ） 、 回 転 ア セ ン ブ リ
へ の デ ー タ 転 送 、 及 び そ こ か ら の デ ー タ 転 送 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 使 用 中 、 挿 入 管 が 、 軸 ４ に 沿 っ て ダ ク ト ３ に 挿 入 さ れ る と 、 そ れ は 、 ２ つ の セ ッ ト ６ 、
７ の ロ ー ラ を 通 過 す る 。 こ の 挿 入 部 材 の 長 手 方 向 の 動 き は 、 ６ つ の ロ ー ラ 全 て の 回 転 を 引
き 起 こ す 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ・ ソ フ ト ウ ェ ア が 、 長 手 方 向 の 動 き に 対 す る フ ィ ー ド バ ッ ク
が 必 要 で あ る と 検 出 す る と 、 モ ー タ １ ２ 、 １ ３ に よ っ て も た ら さ れ る ト ル ク が 増 加 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 挿 入 管 が 回 転 さ れ る と 、 デ ィ ス ク ２ に 取 り 付 け ら れ た 、 上 述 の 装 置 の 全 て が 、 挿 入 管 と
共 に 回 転 さ れ る 。 こ の 回 転 に 抗 す る 力 フ ィ ー ド バ ッ ク は 、 プ ー リ ５ か ら も た ら す こ と が で
き る 。 こ の 時 、 ２ セ ッ ト の 輪 ６ 、 ７ の 正 面 に 渡 っ て の 挿 入 管 の 滑 り が 防 止 さ れ る が 、 こ れ
は 、 第 １ に 、 荷 重 が ２ セ ッ ト の 輪 同 士 の 間 に 広 げ ら れ る と い う 事 実 、 ま た 第 ２ に 、 挿 入 管
が 回 転 さ れ る に つ れ て 、 尾 根 ９ が そ れ を 把 持 す る と い う 事 実 に よ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ か ら ８ は 、 図 １ か ら ４ に 示 す 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 と 共 に 、 感 知 機 構 も 示 し 、 次 に
そ れ を 記 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 感 知 機 構 は 、 第 ２ 取 付 具 ２ ０ に 取 り 付 け ら れ 、 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 の 諸 セ ッ ト の ロ ー
ラ の う ち の １ つ と 類 似 し た ３ つ の ロ ー ラ 構 成 を 有 す る 。 特 に 、 こ の 感 知 装 置 は 、 軸 ４ の 周
囲 で 回 転 可 能 な デ ィ ス ク ２ ２ に 取 り 付 け ら れ た ３ つ の ロ ー ラ ２ １ Ａ 、 ２ １ Ｂ 、 ２ １ Ｃ を 備
え る 。 滑 車 ２ ３ は 、 デ ィ ス ク ２ ２ と 共 に 回 転 可 能 で あ り 、 ベ ル ト ２ ４ は 、 滑 車 ２ ３ と 、 光
エ ン コ ー ダ ２ ６ の 第 ２ 滑 車 ２ ５ と を 結 合 さ せ る 。 し た が っ て 、 挿 入 管 が 回 転 さ れ る に つ れ
、 そ の 回 転 は 、 輪 ２ １ Ａ － Ｃ に よ っ て デ ィ ス ク ２ ２ に 、 し た が っ て 、 ベ ル ト ２ ５ に よ っ て
光 エ ン コ ー ダ ２ ６ に 伝 達 さ れ て 、 挿 入 管 の 回 転 位 置 を 検 出 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 の 通 り 、 ３ つ の ロ ー ラ ２ １ Ａ － Ｃ は 、 力 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ ア セ ン ブ リ の ロ ー ラ ６ 、
７ と 類 似 の 構 成 を 有 す る 。 特 に 、 第 １ 感 知 ロ ー ラ ２ １ Ａ に は 、 周 囲 溝 ２ ７ が 設 け ら れ 、 こ
れ は 、 ロ ー ラ ６ Ａ 及 び ７ Ａ の 溝 ９ と 類 似 す る 。 こ の ロ ー ラ は ま た 、 バ ネ ・ ア セ ン ブ リ ２ ８
に よ っ て 、 バ ネ 荷 重 さ れ て 、 挿 入 管 と 係 合 す る 。 第 ２ 感 知 ロ ー ラ ２ １ Ｂ 、 及 び 第 ３ 感 知 ロ
ー ラ ２ １ Ｃ は 、 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 機 構 の 第 ２ 及 び 第 ３ ロ ー ラ と 同 一 の 構 造 を 有 す る 。 特 に
、 そ れ ら は 溝 を 有 さ な い が 、 ゴ ム 被 覆 さ れ る 。 こ の 事 例 で は 、 モ ー タ は 存 在 し な い 。 そ う
で は な く 、 光 エ ン コ ー ダ ２ ８ が 設 け ら れ て 、 第 ３ 感 知 ロ ー ラ ２ １ Ｃ の 回 転 を 検 出 し 、 し た
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が っ て 、 挿 入 管 の 直 線 方 向 位 置 を 指 示 す る も の を も た ら す 。 多 数 の 環 状 コ ン タ ク ト ２ ９ 、
及 び そ れ に 関 連 付 け ら れ た 積 荷 器 ３ ０ は 、 感 知 さ れ た 情 報 を 、 回 転 す る ア セ ン ブ リ か ら 伝
達 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 挿 入 管 は 、 ま ず 、 図 ６ に 示 す 通 り 、 右 手 側 か ら 挿 入 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 最 初 に 第 ２ の
セ ッ ト の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ ロ ー ラ ７ Ａ － Ｃ 、 次 に 第 １ の セ ッ ト の 力 フ ィ ー ド バ ッ ク ・ ロ
ー ラ ６ Ａ － Ｃ 、 最 後 に 感 知 装 置 ロ ー ラ ２ １ Ａ － Ｃ に 出 会 う よ う に な る 。 し た が っ て 、 挿 入
管 は 、 感 知 装 置 と 係 合 す る ま で に 、 あ る 程 度 の 距 離 を 挿 入 さ れ な け れ ば な ら な い 。 そ の 時
に な っ て 初 め て 、 シ ミ ュ レ ー タ は 、 挿 入 管 の 位 置 を 認 識 し 、 そ の 時 に な っ て 初 め て シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン が 始 ま る 。 こ の 理 由 に よ っ て 、 挿 入 管 に は 、 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 装 置 内 へ の 挿 入
管 用 の 入 口 と 、 感 知 ロ ー ラ ２ １ Ａ － Ｃ の 位 置 と の 距 離 に 対 応 す る 間 隔 を 、 そ の 末 端 か ら 置
い て 、 マ ー カ が 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。 し た が っ て 、 挿 入 管 は 、 マ ー カ が ア セ ン ブ リ
の 入 口 と 同 じ レ ベ ル に な る ま で 、 挿 入 し な け れ ば な ら ず 、 そ の 地 点 で 、 挿 入 管 の 位 置 が 感
知 さ れ る 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 目 的 で 、 マ ー カ の 末 端 に あ た る 挿 入 管 の 部 分 は 、 無 視 さ れ
、 オ ペ レ ー タ は 、 マ ー カ が 入 口 と 同 じ レ ベ ル に な る 点 で 、 彼 ／ 彼 女 が あ た か も 身 体 の 開 口
部 に 内 視 鏡 を 挿 入 し て い る か の よ う な 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 開 始 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 反 対 側 か ら 見 た 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 装 置 の 端 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 線 Ｉ Ｖ ～ Ｉ Ｖ に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 力 フ ィ ー ド バ ッ ク 及 び 感 知 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ７ の 装 置 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の 右 手 端 か ら 見 た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ の 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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